
 

平成２２年度揮発性有機化合物（ＶＯＣ）対策功労者の取組報告書 

 

 

部門 ☑自主的取り組み・規制関連部門 又は □ＶＯＣ対策推進部門 

企業又は団体名 西日本旅客鉄道株式会社 

事業所名 近畿統括本部 吹田工場 

事業所の概要 鉄道業 鉄道車両の保守・修繕 

事業所の所在地 〒５６４－００２１ 

大阪府吹田市目俵町１－１ 

担当部署 技術科 設備 

取組の名称 鉄道車両の塗装におけるＶＯＣ排出量の削減 

取組の概要 

（要旨） 

ＶＯＣ削減の為に導入した自動塗装装置は、車種毎の車両形状をプロ

グラミングする事により塗装のムダを無くしさらに、高速回転するカッ

プで塗料を霧状にして静電気で塗着させる構造となっており、塗着効率

を約30％から約60％にアップさせた。ＶＯＣの吸着には、活性炭処理を

用いた。 

取組の内容 １．背景 

(1)当工場の車両塗装装置は、昭和56年設置の装置であり老朽化が目

立ち始め、更新時期に達していた。 

(2)昨今の地球環境問題や揮発性有機化合物（ＶＯＣ）排出抑制制度

に伴い、環境に配慮した仕様とすることが必要不可欠である。 

 

２．目的 

(1)自動塗装装置への更新により塗装効率の向上を図る。 

(2)ＶＯＣ排出自主基準値200ppmCを設定してＶＯＣ排出量削減に取

り組み、地球環境にやさしい鉄道車両工場を目指す。 

 

３．内容 

(1)給気側フィルター（品質向上） 

①大気中にある塵やホコリそして、給気による風流を一定に保つ。 

 (2)排気側フィルター（環境対応） 

①塗料噴霧後の塗料粒子やＶＯＣを吸収する。 

②排気側を次の三重系としＶＯＣ排出濃度を削減させた。 

排気１次 フィルター 

排気２次 バグフィルター 

排気３次 活性炭フィルター 

 (3)ＶＯＣの常時測定 

①常時ＶＯＣが監視できる簡易測定装置の導入。 

 

４．原理【ＪＲ西日本吹田工場の鉄道車両塗装装置の概要】 

(1)資料１．回転霧化静電塗装方法 

①塗装ロボットによる自動塗装。 

②静電気を利用した塗装で塗着率約30％から約60％に向上。 

(2)資料２．フィルターの設置状況 

①送気側へは、2種類のフィルター①②を通し蒸気を利用した温風

で、装置内の乾燥と換気、不要な塗料粒子の排出を行う。 

②排気側へは、三重系のフィルター③④⑤を用い大気放出する。 

(3)資料３．フィルター取替後のＶＯＣ濃度の変化 

①簡易測定装置を導入しＶＯＣ濃度の常時監視。 

②塗料の種類によってもＶＯＣ濃度が変化。 



取組の効果 

１ ＶＯＣ取扱量等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取組の特徴 

 

(1)塗料及びシンナーの使用量 

 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 

塗料･シンナー合計 72,393㎏ 62,600㎏ 49,774㎏ 37,339㎏ 

①Ｈ21年度の使用量はＨ18年度比48.4％減 

※修繕する車両の種類により年度のバラツキが大きい 

※平成18年5月のISO14001認証取得に伴いデータ管理方法を見直し

たため、平成18年度からのデータ表示とした 

(2)塗装装置以外の削減効果 

①ステンレス車両などの非塗装車両の増加 

②検修方法の見直しによる単色塗装車両の増加 

 

(1)自動塗装 

①塗装ロボットにより、人が装置内に入り行う作業がなくなり労働環

境の改善が図れた 

 ②塗装ロボットなので、出来上がりにムラが無く塗料の使用量や作業

時間が一定である 

(2)メンテナンス 

①ＶＯＣ排出量の削減に向け大掛かりな装置とした為、非常にコスト

が掛かる結果となっているので、環境負荷軽減とコストパフォーマ

ンスのベストミックスを目指し取り組む 

②各種フィルターの取替に伴い多量の廃棄物が発生しており、全て産

業廃棄物として処理しているので、廃棄物発生量の削減を図る 

ア．交換周期の適正化によるフィルターの発生抑制（リデュース） 

イ．活性炭フィルターの再利用（リユース） 

  ※使用済み活性炭の再利用を試みたが吸着率の低下による取

替頻度の増加などコストの問題もあり、現在は産業廃棄物と

して焼却処理としている。再生化（リサイクル）も視野に入

れた今後の検討項目としている 

(3)その他 

①当社が所有する鉄道車両は、普通電車や快速電車、特急電車など形

式や形状の種類が多くありその形状に合わせた塗装方法のプログ

ラミングが必要 

②現在 235 種類（平成 22 年 9月現在）のプログラム登録実施 

本件についての照

会先 

ＪＲ西日本吹田工場技術科 助役 堀内 聡 

℡:06-6382-7793 
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添付資料 

 

資料１．回転霧化静電塗装方法 

  車体の形状をプログラミングした塗装ロボットにより、

回転霧化静電塗装方法を利用し塗料の塗着率向上

を図っている。 

 

                        新塗装装置 

 

                         旧塗装装置 

 

 

 

 

資料２．フィルターの設置状況 

  給気①～②、排気③～⑤のフィルターの取り付け位置を示す。 

 大気放出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３．フィルター取替後のVOC濃度の変化 

フィルター取替後の大気放出濃度変化を捉えVOC濃度の常時監視を図っている。 

過剰なフィルター交換を抑止し廃棄物削減にも取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗装ﾌﾞｰｽ上部 

 ①給気１次フィルター 

塗装ﾌﾞｰｽ内部 

 ②給気２次フィルター 

塗装ﾌﾞｰｽ側部 

 ⑤排気３次フィルター 

 ④排気２次フィルター 

 ③排気１次フィルター 

 ② 
 

 

 

 

④ 

① 

⑤ 

③ 

塗装装置全景 


